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今
年
は
年
金
の
財
政
検
証
の
年
。
議
論

の
焦
点
の
一
つ
が
、
第
3
号
被
保
険
者
問

題
だ
。
会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
、
年
収
が
原
則
1
3
0
万

円
未
満
な
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

付
す
る
必
要
が
な
く
、
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
。
自
営
業
者
に
は
こ
う
し
た
〝
特

典
〟
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
、
議

論
が
あ
り
な
が
ら
も
改
革
は
な
か
な
か
進

ま
な
い
。
な
ぜ
か
。

　
国
の
説
明
で
は
「
①
年
収
6
0
0
万
円

の
夫
と
年
収
ゼ
ロ
（
実
際
は
1
3
0
万
円

未
満
）
の
妻
」
と
、「
②
夫
婦
と
も
に
年

収
3
0
0
万
円
の
正
社
員
」
と
い
う
夫
婦

を
比
較
す
る
と
、
保
険
料
も
年
金
も
同
額

に
な
る
か
ら
不
公
平
で
は
な
い
、
と
の
由

だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
結
論
が
〝
公
平
〟

と
な
る
よ
う
に
前
提
が
設
定
さ
れ
て
い
る

感
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
な
ぜ
、「
③

夫
婦
と
も
に
年
収
6
0
0
万
円
（
や
そ
れ

以
上
）」
の
ケ
ー
ス
を
示
さ
な
い
の
か
。

現
制
度
の
最
大
の
問
題
は
、
第
3
号
被
保

険
者
が
負
担
せ
ず
に
済
む
保
険
料
は
、
他

の
大
多
数
の
被
保
険
者
が
、
男
女
や
婚
姻

の
有
無
を
問
わ
ず
負
担
す
る
厚
生
年
金
保

険
料
か
ら
基
礎
年
金
勘
定
へ
の
拠
出
で
賄

わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
共
働
き
世
帯
が
大
勢
と
な
り
、
ひ
と
り

親
世
帯
も
増
え
、
子
育
て
も
老
親
の
介
護

も
、
男
女
を
問
わ
ず
、
結
婚
し
て
い
る
か

否
か
を
問
わ
ず
皆
が
や
っ
て
い
る
時
代
に
、

こ
れ
は
ま
さ
に
、
負
担
の
〝
不
公
平
〟
以

外
の
何
物
で
も
な
か
ろ
う
。

　「
こ
の
問
題
は
〝
働
く
女
性
V
S
専
業

主
婦
〟
と
い
う
よ
う
な
報
道
を
さ
れ
が
ち

だ
が
、
実
際
は
〝
働
く
女
性
V
S
専
業
主

婦
を
妻
に
持
つ
男
性
〟」と
の
見
方
が
あ
る
。

そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
問
題

の
負
の
側
面
と
し
て
〝
就
業
調
整
〟
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
、〝
負
担
の
不
公
平
〟
は

取
り
上
げ
る
こ
と
が
タ
ブ
ー
と
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
3
号
被
保
険
者
は
、
所
得
税
の
配
偶

者
控
除
と
相
ま
っ
て
、
旧
来
型
の
男
女
の

社
会
的
な
役
割
分
担
を
温
存
・
固
定
化
さ

せ
る
象
徴
的
な
制
度
だ
。
現
下
の
わ
が
国

で
の
社
会
や
意
識
の
大
き
な
変
化
を
鑑
み

れ
ば
、
数
年
後
と
い
っ
た
一
定
時
点
か
ら

新
規
の
適
用
者
は
な
く
し
、
す
で
に
第
3

号
被
保
険
者
の
立
場
に
あ
る
人
々
に
は
継

続
を
認
め
つ
つ
も
、
転
換
を
促
す
方
向
に

大
き
く
舵か

じ

を
切
る
べ
き
だ
ろ
う
。
年
金
財

政
面
で
の
改
善
効
果
は
当
初
さ
し
て
大
き

く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
全
体
を

新
た
な
姿
に
変
え
て
い
く
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
り
得
る
。
わ
が
国
が
、
少
子
化
を

乗
り
越
え
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
く
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

「第3号被保険者問題」のタブー
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